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の特徴

NTT東日本、NTT西日本、
NTTコミュニケーションズ、KDDI、

ソフトバンクテレコム、
フュージョン・コミュニケーションズなど
■ 通信インフラの整備　■ 新サービスの提供

全ての主要通信事業者との良好な取引関係

市場に対応した商品の提案

全国にて強力な代理店網を展開

代理店
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コンビニ

の役割

PINサーバの管理

PINコードの発券

PIN 支払い
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支払い
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コンビニで支払い
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ユーザー

取扱い
コンビニエンスストア

現在はADSL等の商品を経て、更に快

適なブロードバンド化に向けて市場は

成長途上にあります。ブロードバンド

市場でのFTTH等光回線のシェアは、

まだ約55%です。FTTH市場の伸び

は、現在踊り場の段階を迎えています

が、ADSL加入者の約987万件とブロー

ドバンド未加入者を合わせると、まだ

2,000万件以上の潜在市場が残されて

おり、今後も着実に伸びると見込まれ

ております。

プリペイド関連ビジネスは、約5年前

にスタートし、順調に成長しています。

もともとは、コンビニエンスストアの

販路を使ってプリペイド携帯を販売し

たのが始まりでしたが、現在では、リア

ル（実際の）カードの販売に加えて、認

証番号（PIN）を活用した、オンラインで

の決済サービスが堅調に推移し、取扱

い商品も順次拡大しています。

これらのプリペイド関連事業全体で、

全国約4万店の主要コンビニエンス

ストアに販路を拡大しております。

NTT東日本、NTT西日本、NTTコミュニケー
ションズ、KDDIそしてソフトバンクテレコ
ム等々、全ての主要通信事業者と取引関係が
あります。 
主要通信事業者の一次代理店として、全国に
当社の販売協力代理店を展開しており、通信
事業者、販売協力店、当社と三位一体の協力
体制により、質の高い営業力を有する強力な
販売網を展開しています。

● 新規有力代理店の開拓・育成
● 戸建住宅への営業も本格化
● コンテンツサービスの取扱い（映像、IP電話）
● 販売方法の多様化（アライアンスによるクローズマーケットへの展開を積極化）
● FMCの本格化も踏まえて法人営業本部との協業を推進

❶携帯電話系
プリペイド式携帯電話の通話料金や
ポストペイド式携帯電話の月額利用
料金の随時前払い用の利用権
❷国際電話系
国際通話を目的とした、安価で高品
質な通話回線のプリペイド式利用権
❸電子マネー系
気軽で簡単に利用できる安全・確実
な汎用電子マネー
❹バラエティ系

Amazon（R）ギフト券や音楽配信サ
イト用 iTunes Card 、家庭用ゲーム
機・PC向けのオンラインゲーム用等、
バラエティに富んだ専用電子マネー

電子決済サービスの本格化  PIN発行等による決済

統合シナジーによる更なる成長
固定電話サービス取次ぎのしくみ PIN販売のしくみ

FTTH等光回線　
約1,740万件
（約55%）

CATV 等
約435万件
（約14%）

約3,162万件

DSL（ADSL）
約987万件（約31%）

プリペイドカード例（裏面／スクラッチ後）
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［ ブロードバンドサービス加入者内訳 ］

（平成 21年 3月期よりプリペイド携帯関連商品を含む）

FTTH等光回線獲得の更なる拡大を
中心に、FMCサービス市場やNGN市
場の動向を見据えた展開

ネ ッ ト ワ ー ク 事 業
Network Communications Business 

プリペイド決済サービス事業他
Prepaid Settlement Services & Other Business 

事業内容 ●マイライン・FTTH等の固定回線や
 　コンテンツサービスの取次ぎ

事業内容 ●電子マネー、コンテンツ等、PIN発行を含む
 　決済サービス事業等

営業利益 セグメント別構成比 営業利益 セグメント別構成比

■■■　市 場 環 境

固定電話市場の今後 

ブロードバンドの更なる拡大
● 原口総務大臣 「光の道 構想」 の中で、「2015年ブロードバンド全世帯普及」を提唱
現在の約3,200万のブロードバンド回線が、全世帯・事業所 6,000万程度まで拡大
する可能性

● 光回線の利用用途の拡大
映像等の様々なコンテンツの利用、多彩なネットワーク端末
（パソコン・テレビ・ゲーム機・カメラ・スマートフォン・電子書籍）、ホーム ICT 等

FMC（Fixed Mobile Convergence）の進展
● 固定通信と移動体通信（携帯電話、モバイルデータ通信）が融合した様々なサービスの展開

（平成22年2月現在、
当社推計）

■■■　事 業 展 開

■■■　事 業 展 開

3,104
百万円

［20.4%］

553
百万円

［3.7%］
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